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〈宮地嶽古墳出土大型頭椎大刀の復元研究〉
木製柄の復元

 藤安将平　（記録：金 跳 咏）

１．材料の準備
日時：2013 年９月１日

⑴ 柄を造る木材を２つ用意する。木材の材質は檜 ( ヒノキ ) である（写真１）。
⑵ 鉋を掛けるために、作業台を設置し、その上で木材の４面を整える（写真２）。
⑶ 設計図から、670×124×37mm の大きさの直方体の形にした（写真３）。
⑷ 今回の復元では頭椎大刀の柄頭の内部も一緒に造るので、別の木材を当ててから、柄の形
に線を引いた（写真４～７）。
⑸ 電気鋸を使って柄の形にし（写真８、９）、
⑹ 各木材の内側に茎を当てて、茎が入る部分を彫り出した（写真 10、11）。

写真１　木材を２つ用意する 写真２　木材の４面を整える

写真３　670×124×37 ㎜の大きさにする 写真４　柄の形に線を引く

写真５　柄の形に線を引く 写真６　別の木材を当てる
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２. 木材の接合
日時：2013 年９月６日

⑴ 木材の内側にそくいを塗り（写真 12）、
⑵ ２つの木材を重ねて接着した（写真 13）。
⑶ しっかりと接着させるために紐で縛った（写真 14、15）。
⑷ 紐と柄の間に楔を打ち込んで（写真 16）、
⑸ 翌日までそのまま置いた（写真 17）。

写真１２　そくいを塗る 写真１３　木材を重ねて接着

写真１１　茎が入る部分を削り出す

写真７　柄頭の部分 写真８　電気鋸で切る

写真９　電気鋸で切る 写真１０　茎を木材に当てる
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日時 2013 年９月７日
⑴ しっかりと接着された柄から紐を外し（写真 18）、
⑵ 柄頭の形を造るために、接着面を整えた（写真 19）。
⑶ 別の木材を当てて、そくいで接着させた（写真 20、21）、
⑷ 再び紐で縛った（写真 22）。
⑸ この時、確実に接着させるために木材と紐の間に楔を打ち込む。そして、１日間そのまま
置いた（写真 23）。

写真１６　楔を打ち込む

写真２０　別の木材

写真１７　翌日まで置く

写真２１　そくいで接着させる

写真１４　紐で縛る

写真１８　紐を解く

写真１５　紐で縛る

写真１９　接着面を整える
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３．柄の仕上げ
2013 年９月８日

⑴ 電気鋸で柄頭の形状を成形した（写真 24）。
⑵ あらかじめ、造っておいた銅製の型を使い柄の断面を写す（写真 25）。
⑶ 鑿や鉋で柄を成形した（写真 26～31）。

写真２８　柄の成形

写真２６　柄の成形

写真２９　柄の成形

写真２７　柄の成形

写真２４　柄頭を成形 写真２５　柄の断面を写す

写真２２　再び紐で縛る 写真２３　楔を打ち込む
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写真３０　柄の成形

写真３２　完成した刀身と鞘、柄

写真３１　柄の成形
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